
２０２５．９．8 発行                                                                                  志す宇宙は無限９月号 

 

 

 

 

 

 

     

缶
サ
ッ
ト
甲
子
園 

ロ
ケ
ッ
ト
部
門
に
向
け
て 

 

今
回
、
宇
宙
部
で
初
と
な
る
宇
宙
甲
子
園
の
ロ
ケ
ッ
ト
部
門
の
出
場
が
決
ま
っ
た
。 

今
年
は
、
肝
付
町
で
九
州
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
れ
に
際
し
、
８
月
の
２
４
日
に
肝
付
町
文

化
セ
ン
タ
ー
で
九
州
工
業
大
学
教
授
の
前
田
先
生
を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
の
職

員
の
方
の
御
指
導
の
下
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
の
方
法
や
、
仕
組
み
・
モ
デ
ル
ロ
ケ

ッ
ト
の
制
作
・
打
ち
上
げ
・
そ
し
て
、
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ 
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
ｔ
（
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
）
の
使
い
方
な
ど
の
講
義
を
受
け
た
。 

 

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
宇
宙
部
Ｏ
Ｂ
の
元

部
長
の
米
満
先
輩
も
来
場
さ
れ
て
い
た
。
米
満

先
輩
は
鹿
児
島
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
指
導
や
補
佐
に
あ
た
っ
て
い
た
。 

 

高
校
宇
宙
部
７
人
全
員
で
こ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
。
今
回
は
そ
こ
で
得
た
学

び
の
一
部
を
皆
さ
ん
に
提
供
し
た
い
と
思
う
。 

 

１ 

モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
と
は 

 

度
々
、
本
部
活
で
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
る
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
だ
が
、
皆
さ
ん
は
宇
宙
学
講

義
以
外
で
作
成
、
発
射
し
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
基
本
的
に
安
全
の
観
点
か
ら
機
体
及
び

パ
ー
ツ
に
金
属
を
使
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
軽
量
の
木
材
、
紙
を
使

用
す
る
。
日
本
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
協
会
に
認
定
さ
れ
た
エ
ン
ジ
ン
を
使
用
し
て
発
射
し
、
安
全

に
回
収
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
な
ど
を
搭
載
す
る
。 

 

２ 

エ
ッ
グ
リ
フ
ト
と
は 

 

今
回
宇
宙
甲
子
園
ロ
ケ
ッ
ト
部
門
課
題
で
あ
る
「
エ
ッ
グ
リ
フ
ト
」
。
そ
の
名
の
通
り
「
卵

を
上
げ
る
」
こ
と
だ
が
実
際
に
は
多
く
の
困
難
を
伴
う
。
ま
ず
、
使
用
す
る
の
は
う
ず
ら
の
卵

で
、
ロ
ケ
ッ
ト
に
搭
載
し
て
一
定
の
高
度
ま
で
打
ち
上
げ
た
あ
と
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
な
ど
で
減

速
を
図
り
、
着
陸
さ
せ
卵
を
割
ら
ず
に
回
収
で
き
た
場
合
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
成
功
と
な
る
。
打

ち
上
げ
時
に
卵
が
破
損
し
な
い
よ
う
機
体
に
多
く
の
工
夫
が
要
求
さ
れ
る
。 

 

ま
た
、
今
回
は
宇
宙
甲
子
園
の
ロ
ケ
ッ
ト
部
門
・
缶
サ
ッ
ト
部
門
の
２
つ
へ
の
出
場
を
目
指

し
て
い
る
た
め
、
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
的
に
使
い
、
両
方
の
大
会
で
優
勝
を
手
に
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
分
担
を
行
っ
て
い
く
。 

  

２
０
２
５
北
海
道
宇
宙
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
出
場
！ 

 

楠
隼
高
校
宇
宙
部
は
１
０
月
８
日
か
ら
１
０
日
に
か
け
て
北
海
道
で
行
わ
れ
る
宇
宙
サ
ミ

ッ
ト
２
０
２
５
に
招
待
さ
れ
、
部
員
２
人
が
楠
隼
高
校
の
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
国
内
外
様
々
な
地
域
か
ら
来
場
さ
れ
る
起
業
家
や
宇
宙
産
業
関
係
者
に
対
し
て
、
宇
宙

部
の
活
動
を
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
り
、
そ
の
他
、
国
内
の
一
般
来
場
者
に
向
け
た
説
明
も

し
た
り
す
る
。
他
に
も
前
日
に
行
わ
れ
る
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
（
宇
宙
港
）
の
見
学
や
ビ
ジ
ネ
ス

関
係
者
向
け
の
交
流
デ
ィ
ナ
ー
に
出
席
し
宇
宙
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拡
大
を
図
る
。 

 

代
表
と
し
て
参
加
（
酸
化
）
し
、
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
通
し
て
学
び
得
た
こ
と
を
皆
さ
ん
に
ぜ

ひ
，
還
元
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

 <

お
詫
び>

 

 

前
回
の
７
月
号
で
記
事
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

 

誤 

宇
宙
甲
子
園
に
は
缶
サ
ッ
ト
、
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
、
エ
ッ
グ
リ
フ
ト
の
３
部
門 

 

正 

宇
宙
甲
子
園
に
は
ロ
ケ
ッ
ト
部
門
（
エ
ッ
グ
リ
フ
ト
）
、
缶
サ
ッ
ト
部
門
、
天
測
部
門
、

気
球
部
門
の
４
部
門 

   

    

                                

   

 

志
す
宇
宙
は
無
限 
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宇
宙
の
声 

 

こ
ん
に
ち
は
。
高
校
宇
宙
部
所
属
の
新

城
で
す
。 

今
年
の
夏
７
月
２
３
日
～
２
５
日
の
３

日
間
、
宮
城
県
角
田
市
で
行
わ
れ
た
、「
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
ス
ク
ー
ル
」
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
な
か

な
か
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

ま
ず
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
研
究
者
の
方
々
か

ら
の
講
義
で
す
。
３
日
間
と
も
メ
イ
ン
は

講
義
で
し
た
が
、
楠
隼
で
の
宇
宙
学
と
は

ま
た
違
っ
た
内
容
の
話
を
し
て
も
ら
え
ま

し
た
。
私
が
参
加
し
た
角
田
で
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
」

で
、
講
義
の
内
容
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ

ン
の
詳
し
い
仕
組
み
か
ら
、
実
験
の
仕
方
、

研
究
の
内
容
ま
で
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

次
に
、
実
際
に
見
学
し
た
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の

施
設
で
す
。
エ
ン
ジ
ン
の
実
験
場
や
、
世

界
最
大
の
高
温
衝
撃
風
洞
な
ど
、
角
田
宇

宙
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
試
験
施
設
な
ど
を
い

く
つ
か
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ど
う
し
て
も
現
地
に
行
か
な
い

と
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、
参
加
し
て
よ

か
っ
た
と
思
え
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
ス
ク
ー
ル

で
は
、
そ
こ
で
し
か
で
き
な
い
体
験
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
有
意
義
な
３
日
間
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

Ｆ
ａ
ｌ
ｃ
ｏ
ｎ
９
が
つ
な
ぐ
空
と
地
球 

  

２
０
２
５
年
９
月
、
ア
メ
リ
カ
の
民
間
企
業
ス

ペ
ー
ス
Ｘ
の
ロ
ケ
ッ
ト
「
Ｆ
ａ
ｌ
ｃ
ｏ
ｎ
９
が
相

次
い
で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。 

９
月
１
３
日
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
衛
星
「
Ｓ
ｔ

ａ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
」
を
２
４
基
、
１
５
日
に
は
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
へ
物
資
を
届
け

る
補
給
船
「
シ
グ
ナ
ス
」
を
打
ち
上
げ
る
予
定
だ
。 

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
計
画
は
、
地
球
上
の
ど
こ

に
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
世

界
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
壮
大
な
挑
戦
で
あ
る
。 

す
で
に
日
本
の
山
間
部
や
離
島
で
も
利
用
が

始
ま
っ
て
お
り
、
宇
宙
開
発
が
私
た
ち
の
生
活
を

直
接
支
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
。
ロ
ケ
ッ

ト
の
打
ち
上
げ
は
も
は
や
「
遠
い
世
界
の
出
来

事
」
で
は
な
い
。
ス
マ
ホ
の
通
信
の
先
に
宇
宙
が

つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。 

一
方
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
補
給
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
宇
宙
飛

行
士
の
生
活
や
研
究
を
陰
で
支
え
る
重
要
な
役

割
を
担
う
。
食
料
や
実
験
機
材
が
届
け
ら
れ
る
こ

と
で
、
宇
宙
で
の
科
学
が
続
い
て
い
く
。
人
類
が

宇
宙
に
滞
在
し
続
け
ら
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
定

期
的
な
補
給
あ
っ
て
の
こ
と
だ
。 

打
ち
上
げ
の
映
像
は
誰
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
暗
い
夜
空
を
切
り
裂

く
炎
、
轟
音
と
と
も
に
舞
い
上
が
る
ロ
ケ
ッ
ト
。 

そ
の
光
景
は
、
た
だ
の
技
術
の
実
証
に
と
ど
ま

ら
ず
、
人
類
の
未
来
へ
の
意
志
を
感
じ
さ
せ
る
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
宇
宙
が
、
少
し
ず
つ
、
確
か

に
近
づ
い
て
い
る
の
だ
。 

 

宇宙からのささやき 

宇宙資源は私たち全員のものであり、 

独占すべきではない。 
エリノア・オストロム (Elinor Ostrom) 

 

持続可能な宇宙開発の視点をもたらした社会科学者。 

宇宙進出が進んでいる中、誰のものでもない「月」の所有権を巡って 

争いが怒らないでほしいものだ。 

宇宙甲子園ワークショップでの様子 

 

宇宙部元部長の米満先輩 


